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月9
定例議会
あらまし
あらまし

人
　
事
　
案

報
　
告
　
案

平成27年度一般会計歳出決算

35億8856万円 認定

実質赤字
比　　率
（注１）

連続実質
赤字比率
（注２）

実質公債費
比　率
（注３）

将　　来
負担比率
（注４）

－％
（15.0％）

－％
（20.0％）

－％
（25.0％）

－％
（350.0％）

特別会計の
名称

資金不足
比　　率
（注６）

備　　考

簡易水道
特別会計 －％

表1《平成27年度風間浦村健全化判断比率》

表２《平成27年度風間浦村資金不足比率》

2

★
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る

　

内
容
・
・�

12
月
31
日
任
期
満
了
に
伴
う
竹
内
鈴
子
（
れ
い

こ
）
氏
の
再
任
の
推
薦
を
可
決

　
　
　
　
　

�

（
新
任
期
：
平
成
29
年
1
月
1
日
か
ら
平
成
31

年
12
月
31
日
ま
で
）

　

（
注
３
）�

実
質
公
債
費
比
率
・
・
地
方
公
共
団
体
の
借
入

金
（
地
方
債
）
の
返
済
額
（
公
債
費
）
の
大
き

さ
を
、
そ
の
地
方
公
共
団
体
の
財
政
規
模
に
対

す
る
割
合
で
表
し
た
も
の
。

　

（
注
４
）�

将
来
負
担
比
率
・
・
地
方
公
共
団
体
の
借
入
金

（
地
方
債
）
な
ど
現
在
抱
え
て
い
る
負
債
の
大

き
さ
を
、
そ
の
地
方
公
共
団
体
の
財
政
規
模
に

対
す
る
割
合
を
表
し
た
も
の
。

　

（
注
５
）�

早
期
健
全
化
基
準
比
率
・・
地
方
公
共
団
体
が
、

財
政
収
支
が
不
均
衡
な
状
況
そ
の
他
の
財
政
が

悪
化
し
た
状
況
に
お
い
て
、
自
主
的
か
つ
計
画

的
に
そ
の
竿
性
の
健
全
化
を
図
る
べ
き
基
準
と

し
て
定
め
ら
れ
た
数
値
。

★
平
成
27
年
度
風
間
浦
村
資
金
不
足
比
率
の
報
告

　

内
容
・
・�

平
成
27
年
度
公
営
企
業
等
（
簡
易
水
道
事
業
）

決
算
に
基
づ
く
資
金
不
足
比
率
及
び
そ
の
算
定

の
基
礎
と
な
る
事
項
の
報
告　

↓　

比
率
は
健

全
段
階

★
平
成
27
年
度
風
間
浦
村
健
全
化
判
断
比
率
の
報
告

　

内
容
・
・�

平
成
27
年
度
一
般
会
計
等
決
算
に
基
づ
く
実
質

赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
、
実
質
公
債

費
比
率
及
び
将
来
負
担
比
率
（
健
全
化
判
断
比

率
）
並
び
に
そ
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
事
項
の

報
告　

↓　

比
率
は
健
全
段
階

《
平
成
27
年
度
風
間
浦
村
健
全
化
判
断
比
率
》（
表
１
参
照
）

※�
（　

）
内
は
、
当
村
の
早
期
健
全
化
基
準
比
率
（
注
５
）

で
あ
る
。

※�

実
質
赤
字
額
又
は
連
結
実
質
赤
字
額
が
な
い
場
合
及
び
実

質
公
債
費
比
率
又
は
将
来
負
担
比
率
が
算
定
さ
れ
な
い
場

合
は
「

―

」
で
標
記
。

　

（
注
１
）�

実
質
赤
字
比
率
・
・
一
般
会
計
等
に
生
じ
て
い

る
赤
字
の
大
き
さ
を
、
そ
の
地
方
公
共
団
体
の

財
政
規
模
に
対
す
る
割
合
で
表
し
た
も
の
。

　

（
注
２
）�

連
結
実
質
赤
字
比
率
・・
企
業
会
計
を
含
む
「
地

方
公
共
団
体
の
全
会
計
」
に
生
じ
て
い
る
赤
字

の
大
き
さ
を
、
財
政
規
模
に
対
す
る
割
合
で
表

し
た
も
の
。

９
月
定
例
議
会

　平成２8年第３回定例会（９月議会）は、９月2日から7
日までの6日間の会期で開会されました。
　開会日の2日は、村長提案理由、決算審査報告、各委員会
報告の後、一般質問には1名の議員が登壇しました。
　7日には、人事案件、各会計の決算及び補正予算等の議案
審議が行われ閉会しました。
　審議された案件内容は、次のとおりです。

全
会
一
致
可
決

全
会
一
致
承
認

報告２件・決算認定７件・人事案１件・条例
案1件他、承認、認定、可決
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専
決
処
分
案

決
算
認
定
案

損
害
賠
償
案

条
　
例
　
案

33

《
平
成
27
年
度
風
間
浦
村
資
金
不
足
比
率
》
（
表
２
参
照
）

　

※　
�

経
営
健
全
化
基
準
比
率
（
注
７
）
は
、
20
・
０
％
で
あ
る
。

　

※　
�

資
金
不
足
比
率
が
算
定
さ
れ
な
い
場
合
は
「

―

」
で
標
記
。

　

（
注
６
）�
資
金
不
足
比
率
・
・
公
営
企
業
会
計
ご
と
の
資

金
の
不
足
額
の
事
業
の
規
模
に
対
す
る
比
率
で

経
営
状
態
の
悪
化
の
度
合
い
を
示
す
指
標
と
も

い
う
。

　

（
注
７
）�

経
営
健
全
化
基
準
比
率
・・
地
方
公
共
団
体
が
、

自
主
的
か
つ
計
画
的
に
公
営
企
業
の
経
営
の
健

全
化
を
図
る
べ
き
基
準
と
し
て
、
資
金
不
足
比

率
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
数
値
。

★
平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算
の
補
正
（
第
２
号
）

　

内
容
・
・�

２
２
０
万
円
の
追
加
で
、
総
額
23
億
２
５
５
０

万
９
千
円
。

　
　
　
　
　

歳
入
の
主
な
内
容

　
　
　
　
　

・�

村
債　
２
０
０
万
円
の
追
加（
道
路
整
備
事
業
債
）

　
　
　
　
　

歳
出
の
主
な
内
容

　
　
　
　
　

・�

土
木
費　

２
０
７
万
８
千
円
の
追
加
（
広
域

避
難
路
村
道
古
野
・
大
川
目
線
測
量
業
務
委

託
料
）

★
平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算
の
補
正
（
第
3
号
）

　

内
容
・
・�

70
万
円
の
追
加
で
、
総
額
23
億
２
６
２
０
万
９
千
円
。

　
　
　
　
　

歳
入
の
主
な
内
容

　
　
　
　
　

・�

村
債　

70
万
の
追
加
（
農
林
水
産
施
設
災
害

復
旧
事
業
債
）

　
　
　
　
　

歳
出
の
主
な
内
容

　
　
　
　
　

・�

災
害
復
旧
費　

１
２
０
万
円
の
追
加
（
家
ノ

上
線
災
害
復
旧
設
計
業
務
及
び
工
事
請
負

費
）

★
甲
集
会
所
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

内
容
・
・�

指
定
管
理
に
よ
る
管
理
か
ら
、
村
直
営
の
管
理

と
な
る
こ
と
か
ら
使
用
料
等
必
要
な
事
項
を
定

め
る
改
正
。

　

内
容
・
・�

車
両
事
故
に
よ
り
破
損
さ
せ
た
消
火
栓
の
修
理

費
用
を
損
害
賠
償
額
と
し
示
談
。

★
平
成
27
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

★�

平
成
27
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

★
平
成
27
年
度
簡
易
水
道
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

★
平
成
27
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

★�

平
成
27
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

★�

平
成
27
年
度
下
風
呂
財
産
区
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

★�

平
成
27
年
度
易
国
間
財
産
区
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

　

※�

決
算
額
等
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
当
広
報
５
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

９
月
定
例
議
会

全
会
一
致
承
認

全
会
一
致
認
定

全
会
一
致
可
決

全
会
一
致
可
決

採決の様子 村長提案理由説明

金 森 議 長
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補
正
予
算
案

意
見
書
案

4

　
　
　
　
　

歳
入
の
主
な
も
の

　
　
　
　
　

・
共
同
事
業
交
付
金　

５
２
９
万
３
千
円
の
減
額

　
　
　
　
　

・
繰
入
金　

１
０
０
万
円
の
減
額

　
　
　
　
　

・
繰
越
金　

１
２
０
万
７
千
円
の
追
加

　
　
　
　
　

歳
出
の
主
な
も
の

　
　
　
　
　

・�

後
期
高
齢
者
支
援
金
等　

５
８
５
万
６
千
円

の
減
額

　
　
　
　
　

・
共
同
事
業
拠
出
金　

３
６
９
万
２
千
円
の
減
額

　
　
　
　
　

・
諸
支
出
金　

４
６
４
万
５
千
円
の
追
加

★
平
成
28
年
度
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算

　

内
容
・
・�

７
４
４
万
６
千
円
の
追
加
で
、
総
額
1
億
１
０

０
４
万
1
千
円

　
　
　
　
　

歳
入
の
主
な
も
の

　
　
　
　
　

・
繰
入
金　
３
１
８
万
４
千
円
の
追
加

　
　
　
　
　

・
繰
越
金　

１
２
６
万
２
千
円
の
追
加

　
　
　
　
　

・
村
債　
３
０
０
万
円
の
追
加

　
　
　
　
　
　

（
簡
易
水
道
施
設
整
備
事
業
債
）

　
　
　
　
　

歳
出
の
主
な
も
の

　
　
　
　
　

・
水
道
管
整
備
工
事
費　
３
０
０
万
円
の
追
加

　
　
　
　
　

・�

易
国
間
排
水
管
新
設
工
事
費　

２
５
０
万
円

の
計
上

★
平
成
28
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　

内
容
・
・�
７
５
６
万
８
千
円
の
追
加
で
、
総
額
３
億
４
３

３
２
万
３
千
円

　
　
　
　
　

歳
入
の
主
な
も
の

　
　
　
　
　

・
国
庫
支
出
金　

２
５
３
万
２
千
円
の
追
加

　
　
　
　
　

・
県
支
出
金　

１
９
３
万
円
の
追
加

　
　
　
　
　

・
繰
越
金　

２
９
１
万
５
千
円
の
追
加

　
　
　
　
　

歳
出
の
主
な
も
の

　
　
　
　
　

・�

国
庫
支
出
金
等
過
年
度
返
還
金　

25
万
６
千

円
の
追
加

　
　
　
　
　

・�

支
払
基
金
交
付
金
過
年
度
分
返
還
金　

19
万

１
千
円
の
計
上

　
　
　
　
　

・�

県
負
担
金
等
過
年
度
分
返
還
金　

60
万
円
の

追
加

★
平
成
28
年
度
風
間
浦
村
下
風
呂
財
産
区
一
般
会
計
補
正
予
算

　

内
容
・
・
39
万
５
千
円
の
追
加
で
、
総
額
１
５
２
３
万
円

　
　
　
　
　

歳
　
入�

　
　
　
　
　

・
繰
越
金　

39
万
５
千
円
の
追
加

　
　
　
　
　

歳
　
出�

　
　
　
　
　

・
予
備
費　

39
万
５
千
円
の
追
加

★
平
成
28
年
度
風
間
浦
村
易
国
間
財
産
区
一
般
会
計
補
正
予
算

　

内
容
・
・
７
万
７
千
円
の
追
加
で
、
総
額
33
万
５
千
円

　
　
　
　
　

歳
　
入��

　
　
　
　
　

・
繰
越
金　

１
２
５
万
円
の
追
加

　
　
　
　
　

歳
　
出

　
　
　
　
　

・
予
備
費　

７
万
７
千
円
の
追
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

��

★
「
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
を
求
め
る
意
見
書
」

　
　

《
陳
情
の
提
出
者
》　

青
森
県
医
療
労
働
組
合
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

執
行
委
員
長　

山
本　

陽
子

　

《
採
択
さ
れ
た
意
見
書
内
容
》

　
　

１
．�

夜
間
・
交
替
制
勤
務
を
行
う
看
護
職
及
び
介
護
従

事
者
な
ど
の
労
働
環
境
の
改
善
を
図
る
こ
と
。

　
　

２
．�

医
師
・
看
護
職
及
び
介
護
従
事
者
な
ど
の
十
分
な

確
保
策
を
講
じ
る
こ
と
。

　

《
意
見
書
提
出
先
》

　
　

・�

内
閣
総
理
大
臣
・
厚
生
労
働
大
臣
・
財
務
大
臣
・
文

部
科
学
大
臣
・
総
務
大
臣

★
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

内
容
・
・�
１
億
７
０
７
０
万
６
千
円
の
追
加
で
、
総
額
24

億
９
６
９
１
万
５
千
円

　
　
　
　
　

歳
入
の
主
な
も
の

　
　
　
　
　

・�

地
方
交
付
税　

１
億
５
２
０
３
万
８
千
円
の

追
加
（
普
通
交
付
税
の
追
加
）

　
　
　
　
　

・
国
庫
支
出
金　

24
万
４
千
円
の
追
加

　
　
　
　
　
　

（
へ
き
地
児
童
生
徒
援
助
費
等
補
助
金
他
）

　
　
　
　
　

・
県
支
出
金　

１
２
０
万
円
の
追
加

　
　
　
　
　
　

（
機
構
集
積
協
力
交
付
金
）

　
　
　
　
　

・
寄
附
金　

60
万
円
の
追
加

　
　
　
　
　
　

（
学
校
教
育
振
興
等
に
係
る
寄
附
金
）

　
　
　
　
　

・
繰
入
金　
３
２
４
万
円
の
追
加

　
　
　
　
　
　

（
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
）

　
　
　
　
　

・
村
債　

１
６
３
０
万
円
の
追
加

　
　
　
　
　
　

（
道
路
整
備
事
業
債
）

　
　
　
　
　

歳
出
の
主
な
も
の

　
　
　
　
　

・
機
構
集
積
協
力
交
付
金

　
　
　
　
　
　

１
２
０
万
円
の
計
上

　
　
　
　
　

・
ふ
の
り
記
念
公
園
進
入
路
設
置
工
事
費

　
　
　
　
　
　

50
万
円
の
計
上

　
　
　
　
　

・
新
町
線
1
号
道
路
改
良
工
事
関
連

　
　
　
　
　
　

１
４
３
０
万
円
の
計
上

　
　
　
　
　

・
合
併
浄
化
槽
補
助
金　

１
０
０
万
円
の
追
加

　
　
　
　
　

・
財
政
調
整
基
金
積
立
金

　
　
　
　
　
　

１
億
４
３
０
０
万
円
の
追
加

★
平
成
28
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　

内
容
・
・�

４
２
６
万
８
千
円
の
減
額
で
、
総
額
４
億
３
３

３
万
６
千
円

９
月
定
例
議
会

全
会
一
致
可
決

全
会
一
致
可
決
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一般会計歳入歳出決算構成図

一般会計・各特別会計決算状況

※（ ）内は、前年度（平成 26 年度）決算額です。

国民健康保険特別会計

一　　般　　会　　計

会　　計　　別 歳　　　入 歳　　　出 差　　引

3,686,149 千円
（3,041,012 千円）

3,588,560 千円
（2,982,708 千円）

97,589 千円
（58,304 千円）

414,507 千円
（340,169 千円）

408,300 千円
（315,663 千円）

6,207 千円
（24,506 千円）

簡 易 水 道 特 別 会 計 115,554 千円
（121,169 千円）

101,924 千円
（119,301 千円）

13,630 千円
（1,868 千円）

介 護 保 険 特 別 会 計 337,788 千円
（345,855 千円）

333,873千円
（312,481 千円）

3,915 千円
（33,374 千円）

後期高齢者医療特別会計 24,435 千円
（21,944 千円）

24,435 千円
（21,944 千円）

0 千円
（0 円）

下風呂財産区一般会計 13,569 千円
（13,517 千円）

13,173 千円
（11,795 千円）

396 千円
（1,722 千円）

易国間財産区一般会計 1,172 千円
（771 千円）

1,089 千円
（163 千円）

83 千円
（608 千円）

議会費
1.5%

民生費
11.0%

衛生費
12.9%

農林水産業費
3.1%

商工費
1.9%

土木費
3.4%

消防費
6.0%

教育費
31.5%

公債費
9.9%

労働費
0.0%

総務費
18.8%

地方交付税
39.3%繰入金

3.0%
県支出金
14.6%

諸収入
2.7%

地方債
21.2%

国庫支出金
12.2%

その他
3.8%

村税
3.2%

歳出合計
35億8,856

万円

歳入合計
36億8,615

万円

5

決
算
審
査
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の
増
と
な
っ
た
が
、
人
口
減

少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い

状
況
の
中
で
、
今
後
も
国
の

施
策
に
よ
り
、
地
方
財
政
が

大
き
く
影
響
を
受
け
る
こ
と

は
必
至
と
思
わ
れ
る
。
地
方

財
政
計
画
の
推
移
を
勘
案
し

な
が
ら
、
国
が
進
め
て
い
る

１
億
総
活
躍
関
連
事
業
等
を

有
効
に
活
用
し
、
中
長
期
的

な
計
画
を
策
定
し
、
そ
れ
に

基
づ
く
財
政
運
営
を
望
む
と

こ
ろ
で
あ
る
。

●�

地
方
債
は

　

平
成
27
年
度
末
現
在
高

は
、
対
前
年
度
末
４
億
６
２

８
７
万
１
千
円
の
増
で
、
33

億
２
４
４
４
万
２
千
円
と
な

り
、
小
学
校
建
設
費
等
の
増

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
基
金
の
平
成
27
年
度
末

残
高
は
、
財
政
調
整
基
金
１

億
４
１
０
０
万
円
の
増
、
水

産
業
振
興
基
金
３
９
０
０
万

円
の
減
、
電
源
立
地
地
域
対

策
事
業
基
金
６
４
０
０
万
円

の
増
、
ふ
る
さ
と
応
援
基
金

７
３
４
万
円
の
増
、
地
域
活

性
化
基
金
２
０
６
０
万
円
の

増
等
を
含
む
各
会
計
の
基
金

合
計
は
、
対
前
年
度
２
億
３

審
査
の
対
象

〇�

一
般
会
計
及
び
各
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算

〇
附
属
書
類

　

・�

歳
入
歳
出
決
算
事
項
別

明
細
書

　

・
実
質
収
支
に
関
す
る
調
書

　

・
財
産
に
関
す
る
調
書

　

・�

決
算
に
係
る
主
要
な
施

策
の
成
果
に
関
す
る
報

告
書審

査
の
期
間

〇�
平
成
28
年
８
月
８
日
、
９

日
及
び
10
日
の
３
日
間

決 算

一 般 会 計

特 別 会 計

自 主 財 源

依 存 財 源

地方交付税

実 質 収 支

地 方 債

年度（4月～翌年 3月）における、歳入歳出予算に基づく収入と支出の結果を集計
した計算書で、予算を執行した結果どのような成果を挙げたかを示す成果報告書で
もあります。

地方公共団体の行政運営にあたり、基本的な経費を網羅している会計です。

特定の歳入を特定の歳出に充てて、一般会計と区分して経理する会計です。

市町村が自らその地域住民（個人・法人）から徴収して経費を賄う「財源」で地方税、
使用料、負担金、財産収入、寄附金などがあります。

国から交付されるもので、交付税、譲与税、交付金、国庫支出金などです。

地方公共団体の財源の均衡化を図り、かつ必要な財源を保障するため、国税のうち
から一定の基準で国が地方公共団体に交付するものです。

歳入決算額から歳出決算額を差し引いた額から、翌年度へ繰越すべき財源を差し引
いた額。実質収支は、地方公共団体の財政運営の良否を判断する重要なポイントで
はあるが、地方公共団体は営利を目的としていないので、黒字の額が多ければ良い
というものではありません。

地方公共団体が資金調達のために負担する債務であって、その返済が一会計年度を
超えて将来に渡って少しずつ返済していくもので、いわゆる「村の借金」です。

【用語解説】

審
査
の
結
果

〇�

審
査
し
た
決
算
書
ほ
か
調

書
等
は
、
い
ず
れ
も
法
令

に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
計
数
に
つ
い

て
は
関
係
書
類
等
と
照
合

し
た
結
果
、
正
確
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
予
算
の
執
行
及
び
関

連
す
る
事
務
に
つ
い
て

も
、
適
正
に
処
理
さ
れ
て

い
る
も
の
と
認
め
ま
し

た
。

●�

平
成
27
年
度
一
般
会
計

決
算
状
況
は

　

実
質
収
支
額
は
、
９
３
２

３
万
４
千
円
の
黒
字
と
な
っ

て
い
ま
す
。

●�

本
村
財
政
状
況
は

　

本
村
の
財
源
の
39
・
3
％

を
占
め
る
地
方
交
付
税
は
、

対
前
年
度
１
億
２
０
０
万
円

決
算
審
査平

成
27
年
度
一
般
会
計
・
各
特
別
会
計
決
算
審
査
報
告

（
監
査
委
員
意
見
書
）

代
表
監
査
委
員

能
渡
利
雄

監
査
委
員
（
議
会
選
出
）

能
登
勝
彦

能登勝彦 監査委員
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杉山　太
委員長

８
月
24
日
開
催

　
　
　

（
欠
席
委
員
な
し
）

　

８
月
24
日
に
会
議
を
開
催

し
、
平
成
28
年
９
月
定
例
会

の
運
営
に
関
す
る
事
項
に
つ

い
て
審
議
し
た
。

☆
定
例
会
は

　

９
月
２
日
招
集
の
意
向
を

受
け
、
提
出
と
な
る
案
件
等

を
勘
案
し
た
結
果
、
会
期

は
、
同
日
よ
り
7
日
ま
で
の

６
日
間
と
す
る
。

☆�

決
算
認
定
及
び
他
の
議
案

等
の
審
議
に
つ
い
て
は

　

報
告
事
項
、
人
事
案
件
及

び
損
害
賠
償
の
和
解
以
外

は
、
総
務
常
任
委
員
会
へ
付

託
し
審
議
す
る
。

☆�

人
事
案
件
の
提
案
が
あ
る

場
合
と
し
て
の
表
決
方
法

は

　

従
来
ど
お
り
無
記
名
投
票

で
行
う
。

☆
陳
情
に
つ
い
て

　

本
日
現
在
受
理
し
て
い
る

陳
情
１
件
に
つ
い
て
も
、
議

案
同
様
総
務
常
任
委
員
会
へ

付
託
し
審
議
す
る
。

○
陳
情
第
１
号
：
『
安
全
・

安
心
の
医
療
・
介
護
を
求
め

る
陳
情
書
』

６
４
万
円
の
増
で
、
14
億
６

９
３
万
円
と
な
っ
た
。

●�

収
入
未
済
額
は

　

収
入
未
済
額
は
、
平
成
26

年
度
に
引
き
続
き
村
税
及
び

水
道
使
用
料
の
不
納
欠
損
処

分
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
ま

だ
各
会
計
に
お
い
て
未
収
金

が
生
じ
て
お
り
、
固
定
資
産

税
２
１
５
９
万
円
、
土
地
貸

付
料
１
２
８
万
円
、
奨
学
資

金
貸
付
金
５
８
６
万
円
、
国

民
健
康
保
険
税
６
７
２
５
万

円
、
水
道
使
用
料
１
５
８
７

万
円
、
介
護
保
険
料
６
９
４

万
円
及
び
引
湯
使
用
料
８
２

０
万
円
が
顕
著
な
も
の
で
あ

る
。

　

未
収
金
の
う
ち
税
に
関
し

て
は
、
滞
納
整
理
機
構
と
の

連
携
を
密
に
し
、
地
方
税
法

等
に
基
づ
い
た
滞
納
処
分
を

徹
底
し
、
納
付
し
て
い
る
住

民
が
不
公
平
感
を
抱
く
こ
と

の
な
い
よ
う
な
体
制
で
臨
ん

で
頂
き
た
い
。
ま
た
、
他
の

未
収
金
に
つ
い
て
も
、
庁
内

に
お
い
て
十
分
協
議
検
討

し
、
徹
底
し
た
収
納
対
策
を

講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

●�

風
間
浦
診
療
所
の
不
良

債
務
は

　

風
間
浦
診
療
所
の
不
良
債

務
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年

度
に
お
い
て
全
額
を
返
済

し
、
債
務
解
消
に
至
っ
た
こ

と
は
評
価
さ
れ
る
一
方
、
広

域
関
連
の
組
合
負
担
金
が
、

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
今

後
も
財
政
負
担
と
な
っ
て
い

く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

●
平
成
26
年
度
財
政
健
全

化
判
断
比
率
及
び
資
金
不

足
比
率
は

　

平
成
27
年
度
決
算
に
基
づ

く
風
間
浦
村
財
政
健
全
化
判

断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率

が
、
今
期
定
例
会
に
報
告
さ

れ
る
各
指
標
に
つ
い
て
は
、

特
段
の
問
題
点
は
な
い
が
、

今
後
も
庁
内
一
丸
と
な
っ
て

創
意
工
夫
し
適
正
な
行
財
政

運
営
に
努
め
て
頂
き
た
い
。

●�

総
体
的
に

　

予
算
執
行
に
お
い
て
は
、

各
費
目
で
流
充
用
が
数
多
く

見
受
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、

多
額
の
予
算
不
用
額
を
生
じ

て
い
る
費
目
が
あ
る
の
で
、

事
務
内
容
を
十
分
精
査
し
な

が
ら
適
正
に
処
理
し
て
戴
き

た
い
。

　

ま
た
各
種
電
算
費
用
に
つ

い
て
は
、
人
口
規
模
に
関
係

な
く
整
備
が
不
可
欠
な
こ
と

は
や
む
を
得
な
い
が
、
総
額

で
１
億
円
を
超
え
て
い
る
の

で
、
改
修
等
の
際
は
十
分
精

査
し
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。

　

桑
畑
温
泉
の
運
営
に
あ

た
っ
て
は
、
平
成
27
年
度
は

入
浴
者
数
が
増
加
し
た
が
、

燃
料
費
等
の
高
止
ま
り
な
ど

厳
し
い
状
況
下
に
は
変
わ
り

は
な
く
、
加
え
て
開
業
か
ら

10
年
以
上
経
過
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
近
い
将
来
大
規
模

改
修
が
想
定
さ
れ
る
の
で
、

年
次
計
画
を
も
っ
て
対
処
す

る
必
要
が
あ
る
。

　

水
産
業
振
興
基
金
は
、
毎

年
の
基
金
取
り
崩
し
に
よ

り
、
残
高
が
減
少
し
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
組
合
と
十

分
連
携
し
て
、
将
来
を
見
据

え
た
取
り
組
み
が
必
要
と
思

い
ま
す
。

　

村
内
に
お
け
る
簡
易
水
道

事
業
に
つ
い
て
は
、
地
域
住

民
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る

よ
う
に
、
計
画
的
な
改
良
策

を
講
じ
、
優
位
な
財
源
確
保

の
も
と
安
心
安
全
な
給
水
対

策
に
努
め
て
頂
き
た
い
。

　

各
種
検
診
の
無
料
化
を
実

施
し
て
い
る
こ
と
で
、
受
診

者
が
増
加
し
て
い
る
が
、
検

診
後
の
フ
ォ
ロ
ー
も
強
化

し
、
住
民
の
健
康
増
進
と
医

療
費
抑
制
に
結
び
つ
け
て
頂

き
た
い
。

　
　

委
員
会
報
告

委員会の様子
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菊池　隆年
委員長

９
月
２
・
５
日
開
催

（
２
日
：
欠
席
委
員
な
し
／

５
日
欠
席
委
員
１
名
）

・�

本
会
議
に
お
い
て
付
託
さ

れ
た
、
陳
情
１
件
、
専
決

処
分
２
件
、
決
算
認
定
７

件
、
条
例
改
正
案
１
件
及

び
補
正
予
算
案
６
件
の
計

17
議
案
の
審
議
を
行
っ

た
。

☆�
陳
情
第
１
号
「
安
心
・
安

全
の
医
療
・
介
護
を
求
め

る
陳
情
書
」
に
つ
い
て

委　
　
　

員

問・�

国
、
県
、
市
町
村
と
議
論

さ
れ
て
い
る
課
題
で
あ

り
、
採
択
が
妥
当
。

《
結
果
》
陳
情
内
容
の
願
意

が
妥
当
で
あ
り
採
択
。

☆�

平
成
27
年
度
各
会
計
の
決

算
認
定
に
つ
い
て

行
政
側
か
ら

一
般
会
計
決
算
状
況
説
明

・�

平
成
27
年
度
は
、
風
間
浦

小
学
校
建
設
事
業
費
の
増

に
伴
い
、
35
億
８
８
５
６

万
円
と
な
り
、
対
前
年
度

と
比
較
し
て
６
億
５
８
３

万
２
千
円
、
20
・
3
％
の

増
、
歳
入
合
計
で
は
、
対

前
年
度
比
６
億
４
５
１
１

万
７
千
円
、
21
・
2
％
の

増
と
な
っ
て
お
り
、
実
質

収
支
、
単
年
度
収
支
及
び

実
質
単
年
度
収
支
は
す
べ

て
黒
字
と
な
っ
て
い
る
。

☆�

平
成
27
年
度
一
般
会
計
決

算
歳
入
の
審
査

委　
　
　

員

問・�

桑
畑
温
泉
の
入
浴
者
数
の

増
加
及
び
物
販
の
伸
び
状

況
に
つ
い
て

☆�

平
成
27
年
度
一
般
会
計
決

算
歳
出
の
審
査

委　
　
　

員

問・�

風
間
浦
保
育
所
指
定
管
理

料
に
つ
い
て
、
次
年
度
以

降
の
委
託
料
の
判
断
材
料

と
す
る
た
め
に
も
、
確
定

し
た
も
の
で
、
分
か
り
易

い
資
料
を
提
示
す
る
べ
き

で
あ
る
。

・�

観
光
事
業
（
ど
ん
ぶ
り
ま

つ
り
・
鮟
鱇
ま
つ
り
・
ふ

の
り
採
り
体
験
ツ
ア
ー
）

に
対
す
る
補
助
金
の
効
果

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。

行
政
側
か
ら

・�

来
場
者
数
、
宿
泊
者
数
と

も
増
加
し
て
い
る
の
で
、

効
果
は
あ
る
も
の
と
判
断

し
て
い
る
。委　

　
　

員

問・�

桑
畑
温
泉
は
、
収
支
が
分

か
り
易
く
す
る
た
め
に
も

特
別
会
計
に
し
て
は
ど
う

か
。

行
政
側
か
ら

・�

現
状
で
は
、
公
営
企
業
の

位
置
づ
け
は
し
て
い
な
い
。

委　
　
　

員

問・�

成
人
式
の
運
営
に
つ
い

て
、
講
演
等
を
組
み
入
れ

ら
れ
な
い
か
。

行
政
側
か
ら

・
検
討
し
た
い
。

☆�

平
成
27
年
度
各
特
別
会
計

決
算
の
審
査
・
・
・
特
段

の
質
疑
な
し

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

・
簡
易
水
道
特
別
会
計

・
介
護
保
険
特
別
会
計

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

・
下
風
呂
財
産
区
一
般
会
計

・
易
国
間
財
産
区
一
般
会
計

☆�

平
成
28
年
度
各
会
計
補
正

予
算
の
審
査

委員会の様子

鮟鱇まつり（雪中切りの実演） 海鮮どんぶりまつり

委
員
会
報
告
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大
間

原
発
大
間

原
発
大
間

原
発
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委　
　
　

員

問・�

大
川
目
住
宅
線
の
調
査
業

務
内
容
と
住
民
へ
の
説
明

会
の
有
無
は
。

行
政
側
か
ら

・�

工
事
に
お
け
る
家
屋
等
へ

の
影
響
の
有
無
を
調
査
す

る
も
の
で
、
結
果
に
つ
い

て
は
住
民
説
明
会
を
開
催

す
る
。

《
審
査
の
結
果
》

　

付
託
さ
れ
た
全
17
議
案
に

対
し
、
全
会
一
致
で
承
認
・

認
定
及
び
可
決
と
し
た
。

平井　賢一
委員長

☆�

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査

の
対
応
状
況
に
つ
い
て

『
従
来
の
見
通
し
』

・�

審
査
・
許
認
可
期
間
に
つ

い
て
平
成
26
年
12
月
、
原

子
炉
設
置
変
更
許
可
申
請

時
か
ら
２
年
程
度
と
想

定
。

・�

安
全
強
化
対
策
工
事
の
開

始
は
、
平
成
28
年
11
月

頃
、
終
了
は
平
成
33
年
12

月
頃
と
な
る
。

『
今
回
の
見
直
し
』

・�

原
子
力
規
制
委
員
会
の
審

査
会
合
は
、
主
に
地
震
・

津
波
関
係
で
あ
り
、
プ
ラ

ン
ト
関
係
の
開
催
実
績
は

な
い
こ
と
、
下
北
半
島
西

部
の
地
質
調
査
結
果
の
説

明
を
含
め
、
地
震
・
津
波

関
係
の
審
査
に
丁
寧
な
対

応
が
必
要
で
あ
る
こ
と
と

併
せ
、
審
査
全
般
の
状
況

を
踏
ま
え
る
と
、
審
査
・

許
認
可
に
つ
い
て
は
更
に

２
年
程
度
要
す
る
と
想

定
。

・�

安
全
強
化
対
策
工
事
の
開

始
は
平
成
30
年
後
半
、
終

了
は
平
成
35
年
後
半
と
な

る
見
通
し
。委　

　
　

員

問・�

２
年
延
期
と
い
う
こ
と
だ

が
、
地
震
津
波
の
調
査
終

了
の
見
込
み
も
つ
か
め
な

い
の
か
。
あ
る
程
度
の
見

込
み
が
あ
っ
て
の
２
年
な

の
か
。

会
社
側
か
ら

・�

１
回
の
審
査
で
終
わ
る
の

か
、
２
、
３
回
と
な
る
の

か
が
わ
か
ら
な
い
。
会
社

と
し
て
は
、
１
回
の
審
査

で
終
了
す
る
よ
う
準
備
は

９
月
９
日
開
催

し
て
い
る
。委　

　
　

員

問・�

共
存
共
栄
と
い
う
が
、
長

期
化
し
て
く
る
と
１
番
留

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
が
住
民
で
あ
る
。
当
村

に
対
し
て
の
メ
リ
ッ
ト
は

あ
る
の
か
と
聞
か
れ
る

が
。

会
社
側
か
ら

・�

村
に
対
し
て
の
メ
リ
ッ
ト

と
い
う
の
は
、
こ
れ
ま
で

も
村
の
方
に
事
務
所
と
か

現
場
の
方
で
働
い
て
も

ら
っ
て
い
る
。
世
代
交
代

等
が
あ
っ
た
り
し
て
い
る

の
で
、
今
後
考
え
な
が
ら

対
応
し
て
い
き
た
い
。

行

政

か

ら

・
三
ヶ
町
村
協
議
会
幹
事
会

の
報
告
が
あ
り
、
協
議
会
の

開
催
日
は
、
10
月
３
日
で
あ

る
。

　

案
件
と
し
て
は
、
今
年
度

の
要
望
活
動
は
、
昨
年
同
様

に
防
災
避
難
道
路
の
整
備
促

進
に
つ
い
て
を
、
県
選
出
国

会
議
員
に
対
し
て
役
員
で
実

施
す
る
と
報
告
さ
れ
た
。

電
源
開
発
㈱
か
ら

委
員
会
報
告

布海苔採り体験ツアー成　　人　　式

原発特別委員会の様子
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　一般質問とは、定例会（臨時会は除く。）にお
いて、議員が、あらかじめ通告して、村の施策の
状況や方針について、報告・説明を求めたり質問
することです。
　当村議会においては、一質問者の持ち時間は１
時間に制限されています。
　今期定例会では、１名の議員が登壇しました。

村政を問う！
一般質問　
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次
の
５
項
目
に
つ
い
て
当

村
の
現
状
を
伺
う
。

問

　

徒
歩
で
の
高
台
ま
で
の
避

難
路
が
整
備
さ
れ
て
い
る

か
。

答

・  

村
長

　

津
波
第
一
波
到
達
予
測
時

間
内
で
、
徒
歩
で
避
難
所
へ

行
く
こ
と
は
で
き
な
い
た

め
、
村
内
に
11
ヶ
所
の
第
１

次
避
難
所
を
設
置
し
、
誘
導

看
板
や
手
す
り
の
取
り
付

け
、
避
難
経
路
の
補
修
等
を

実
施
し
て
い
る
が
、
第
１
次

避
難
所
か
ら
指
定
避
難
所
ま

で
の
避
難
経
路
が
確
保
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
、
国
道
２

７
９
号
の
代
替
と
な
る
道
路

の
確
保
に
向
け
全
力
を
尽
く

す
。

問

　

大
雨
豪
雨
に
よ
る
土
砂
災

害
、
が
け
崩
れ
、
土
石
流
（
山

津
波
）
、
地
滑
り
に
対
す
る

警
戒
避
難
の
危
機
管
理
体
制

は
構
築
さ
れ
て
い
る
か
。

答

・  

村
長

　

村
内
に
お
い
て
県
が
指
定

す
る
土
砂
災
害
警
戒
区
域
は

71
ヶ
所
あ
る
。
村
で
は
、
気

象
情
報
の
収
集
に
努
め
、
警

報
発
令
時
に
は
夜
間
、
休
日

に
お
い
て
も
防
災
担
当
者
が

庁
舎
内
に
待
機
し
、
防
災
初

動
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い

る
。

　

ま
た
、
防
災
行
政
無
線
を

通
じ
即
時
的
に
住
民
へ
の
情

報
伝
達
を
行
う
と
と
も
に
、

各
地
区
の
避
難
所
開
設
の
職

員
体
制
は
確
立
さ
れ
て
い
る

が
、
さ
ら
に
緊
急
時
の
職
員

連
絡
網
の
強
化
シ
ス
テ
ム
の

構
築
を
進
め
て
い
る
。

問

　

指
揮
指
令
所
の
役
場
庁
舎

の
現
在
地
は
適
地
か
。

答

・  

村
長

　

現
庁
舎
は
、
津
波
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
に
お
い
て
は
、
１

ｍ
か
ら
２
ｍ
の
浸
水
予
想
区

域
に
位
置
し
て
い
る
ほ
か
、

局
地
的
な
集
中
豪
雨
に
よ
る

易
国
間
川
の
氾
濫
も
想
定
さ

れ
る
た
め
、
指
揮
本
部
と
し

て
の
機
能
を
果
た
せ
な
い
こ

と
も
予
想
さ
れ
る
。
こ
れ
ら

の
こ
と
か
ら
、
防
災
拠
点
と

し
て
の
庁
舎
整
備
を
検
討
し

て
い
く
。

問

　

自
治
会
、
消
防
団
組
織
と

雨
災
害
を
想
定
し
た
協
議
を

行
い
、
避
難
誘
導
体
制
は
確

立
さ
れ
て
い
る
か
。

答

・  

村
長

　

東
日
本
大
震
災
後
、
村
内

４
地
区
の
自
治
会
を
母
体
と

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
主
防
災

組
織
を
設
立
し
、
防
災
に
必

要
な
備
品
の
整
備
を
助
成

し
、
初
動
体
制
の
整
備
強
化

を
被
害
の
防
止
と
軽
減
を

図
っ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
災
害
時
要
援
護

者
の
避
難
に
つ
い
て
は
、
行

政
・
福
祉
団
体
の
体
制
に
は

限
界
が
あ
る
た
め
、
今
後
は

消
防
団
及
び
自
主
防
災
組
織

と
援
護
情
報
の
共
有
化
を
図

り
、
要
援
護
者
は
地
域
が
守

る
と
い
う
体
制
づ
く
り
を
強

化
し
て
い
き
た
い
。

問

　

行
政
主
導
で
大
雨
豪
雨
で

の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
、

地
域
力
を
喚
起
、
引
き
出
し

て
は
如
何
か
。

答

・  

村
長

　

現
在
村
で
は
、
被
害
想
定

区
域
や
避
難
所
な
ど
を
表
示

し
た
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
、
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
住
民
周

知
を
図
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
大
雨
豪
雨
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
は
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
が
、
流
域
面
積
が

大
き
い
河
川
が
対
象
で
、
村

内
は
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
河
川
の

氾
濫
や
土
砂
流
出
な
ど
の
災

害
対
応
も
想
定
し
、
関
係
団

体
と
連
絡
を
密
に
し
、
防
災

体
制
の
強
化
に
努
め
て
い
く
。

一
般
質
問

酢谷一利　議員

地
震
津
波
、
大
雨
土

砂
災
害
で
の
警
戒
避

難
体
制
を
問
う
！

台風 10 号による土砂崩壊現場（下風呂地区）
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《 防 災 用 語 》
災害時に、村から村民の皆さんに発令される場合があります。
いざという時に、「自らの身を守る」ためにも違いを知っておきましょう。

避難準備情報 避難勧告 避難指示

住民に避難準備を呼びかけると同時に、高齢者や障害者など
移動に時間を必要とする災害時要援護者に対し、早い段階で
避難行動を開始することを呼びかけるもの。

【避難準備情報】

【避 難 指 示】 住民に対し、避難勧告よりも危険が切迫し強く避難を勧めるもの。

【避 難 勧 告】 災害により、被害が想定される地域の住民に避難を勧めるもの。

（危険度が高くなる　　　　　　　）
※避難準備情報の発令時点で、避難所が開設されます。
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【
県
下
町
村
議
会
議
員
研
修

会
：
全
議
員
参
加
】

　

７
月
14
日
に
青
森
市
で
開

催
さ
れ
た
研
修
会
に
参
加
し

た
。

　

研
修
会
で
は
「
こ
れ
か
ら

の
政
局
・
政
治
動
向
に
つ
い

て
」
と
題
し
、
テ
レ
ビ
朝
日

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
・
川
村
晃

司
氏
の
講
演
を
聴
講
し
、
大

変
有
意
義
な
も
の
で
あ
っ

た
。

【
三
陸
地
方
視
察
研
修
：
全

議
員
参
加
】

　

７
月
15
日
、
八
戸
市
か
ら

国
道
陸
路
の
海
岸
線
、
か
つ

て
の
風
光
明
媚
な
リ
ア
ス
式

海
岸
ラ
イ
ン
を
想
像
し
な
が

ら
岩
手
県
田
野
畑
村
へ
向

か
っ
た
。

　

被
災
地
三
陸
沿
岸
の
前
面

に
、
防
潮
堤
が
よ
り
高
く
築

か
れ
、
過
去
の
地
震
津
波
、

５
年
前
の
東
日
本
大
震
災
等

津
波
の
恐
ろ
し
さ
が
伝
わ
る

よ
う
だ
っ
た
。

　

田
野
畑
村
に
着
き
、
３
・

11
の
村
人
の
恐
怖
の
時
間
、

リ
ア
ル
な
体
験
を
「
語
り

部
」
の
方
に
伺
っ
た
。
現
在

復
興
途
中
で
、
ま
だ
時
間
が

必
要
と
思
わ
れ
た
。
ま
た
、

生
活
拠
点
と
な
る
住
居
を
高

台
へ
移
す
な
ど
、
津
波
の
恐

ろ
し
さ
が
ま
ざ
ま
ざ
と
見
ら

れ
た
。

　

北
リ
ア
ス
海
岸
線
の
美
し

さ
と
栄
養
豊
富
な
海
水
の
流

入
で
生
活
基
盤
が
安
定
し
て

い
る
側
面
だ
け
を
見
が
ち
だ

が
、
そ
の
試
練
と
闘
っ
て
い

る
人
々
の
営
み
が
そ
こ
に

あ
っ
た
。

　

命
の
尊
さ
を
知
る
視
察

で
、
三
陸
鉄
道
に
て
帰
路
に

着
い
た
。

【
新
人
議
員
研
修
会
：
対
象

議
員
５
人
全
員
参
加
】

　

８
月
23
日
に
就
任
１
期
・

２
期
の
議
員
を
対
象
と
し
た

研
修
会
が
青
森
市
で
開
催
さ

れ
、
対
象
者
全
員
が
参
加
し

た
。

　

研
修
会
で
は
、
新
潟
県
立

大
学
・
田
口
一
博
准
教
授
よ

り
「
議
会
の
使
命
に
応
え
る

た
め
に
、
発
言
の
仕
方
、
効

果
的
な
一
般
質
問
」
に
つ
い

て
講
演
が
あ
り
、
適
切
で
分

か
り
易
い
内
容
で
あ
っ
た
。

今
回
学
ん
だ
事
を
大
い
に
発

揮
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
。

活
動
報
告

語り部ガイドの説明を受ける（田野畑村）

新人議員研修会

議
会
活
動
報
告
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今
年
も
異
常
気
象
な
の
か
？

　
立
て
続
け
に
大
き
な
台
風

被
害
が
発
生
し
、
隣
接
の
岩

手
県
、
北
海
道
で
今
ま
で
に

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
甚
大

な
被
害
を
被
っ
て
い
ま
す
。

ま
さ
に
災
害
は
い
つ
起
こ
る

か
分
か
ら
な
い
も
の
と
実
感

し
て
い
ま
す
。

　
当
村
で
も
小
規
模
で
は
あ

り
ま
す
が
、
倒
木
・
土
砂
崩

壊
・
流
木
堆
積
な
ど
の
被
害

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

我
々
も
行
政
当
局
に
対
し
、

迅
速
な
情
報
提
供
、
そ
し
て

的
確
な
避
難
指
示
の
発
令
等

を
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
皆
さ
ん
も
、
自
分
の
身
は

自
分
で
守
る
心
が
け
と
い
ざ

と
い
う
と
き
の
準
備
は
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
（
文
：
菊
池
）

　
易
国
間
自
治
会
の
皆
さ
ん
が
、
数
々
の
思
い

出
が
残
る
「
旧
易
国
間
小
学
校
」
の
草
刈
り
・

清
掃
活
動
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
た
め
、

自
治
会
活
動
へ
の
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
記
事
：
中
嶋
）

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
!!

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
!! ち

ょ
っ
と
一
言

編
集
後
記


